
アサビ同窓会　166-0011 東京都杉並区梅里1-3-3　阿佐ヶ谷美術専門学校内

議題１／会則改定提案・アンケート結果報告と選挙について

　事務局の小山氏から３月１６日〆切で全幹事対象に行われた会則改定案・アンケート結果につい
ての報告があった。回答数は３２名で、会則検討承認事項は全員「承認」となり今回の会則改定は可決
された。また幹事継続の項は「継続して構わない→１８名・継続したくない→１２名（内、新幹事の推
薦名がある方は４名）・無回答→２名という結果が報告された。
　これを受け、まず幹事を継続したくなく推薦名を挙げていない８名の方の対応が話し合われた。「（松
岡）引き受けない意思を示した人は意思を尊重し被選挙人から外しては？」という意見に対し「賛成
だが、それで新幹事の推薦無しで継続したくないという人を被選挙人から外すことをすると、次から
幹事を継続してくれる人が激減てしてしまう懸念がある」という意見が挙がった。「（秋元）同窓会と
一般会員を繋ぐ役割として、幹事という役目は必要だということを知ってもらう為にも、意思は尊重
するが、名前は載せさせて下さいと説明し、仮に当選した場合は次点の人に繰り上がってもらい、同
窓会もフォローする形でなんとか次の幹事を探してもらい、今回は載せるという事でどうか？」とい
う意見を受け「（角谷）名前を載せても、事情を説明して投票はできないようにしては？」との意見が
挙がり、挙手による採決に入った。結果は全会一致で今回は名前を載せても投票はできないようにす
るというスタイルで行う事となった。
　また、アンケートの回答にあったプロフィールについては別紙に載せる事とし、幹事の一覧（名前
と学年のみ）をホームページ上に載せ、手軽に自分の学年の幹事を確認できるようにする事と、今後
の選挙スケジュールについては発送を４月８日までとし、投函締め切りを４月２２日、開票を４月２
８日とする事とした。

議題２／活動計画と予算について

●WEB委員会
　委員長の松岡氏からホームページのコンテンツについては来年度も引き続き充実化を図る事が伝
えられた。その他に漫画を載せるなどのアイディアなども挙がった。

●広報・同窓生・在校生支援
　次に広報在校生同窓生支援について「（松岡）活動内容が多岐に渡り過ぎているため、広報と在校生
同窓生支援を分けては？」と意見が挙がり、その際に在校生支援の活動内容について意見交換をし、
それに関しては今後の課題とするが、大事なのは支援を通じて同窓会の活動をわかってもらうこと
であると確認をした。今回は広報・同窓生・在校生の担当者が出席していないので細かくは決められ
ないが、来年度は内容を整理して分けていく方向でまとまった。
　また、アサビフェスタに関して、今年は行われるかわからないので、予算だけ立てておく事とした。

●事務局
　局長の小山氏から来年度の活動計画が挙げられた。
1）事務局の作業の分散化
2）名簿の新フォーマット作成　
3）事務局の新マニュアルの作成の3点が挙げられた。

●会費徴収
　秋元会長から「入学に徴収していた会費を、３年時の学費を納めるときに徴収する」と、会費徴収制
度変更の報告があった。また「（秋元）同窓会を学校運営の中に組み込んで行くことが理想」と、同窓会
運営ついての発言があった。

●補助金検討会の報告
　同窓生の展覧会や活動を支援する補助金検討会の西田氏と大村氏から、来期の制度化についての
検討を重ねたが、今後の会員数の減少や平等性から判断が難しいとの報告がなされ、補助金制度は当
面凍結する事になった。

議題３／その他
　小山氏から、同窓会から日本アカデミー賞を受賞した山崎監督にお祝いの花を贈った事と、お礼の
返事が来たことの報告があった。

次回日程：２００６年６月２４日（土）１５：００～１７：００の新年度第１回の幹事会日時の確認を
して議会は閉会した。

※お詫び
　選挙のスケジュールが遅れましたことをお詫びいたします。5月16日発送、5月31日締切り、6月６
日開票で行いました。
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